
ポンプ車用無線式筒先連絡装置の開発について

1はじめに

火災で は. 凶JU/1.ノ'KHとホ J フ中機関以と刀、円

w.に述絡 をとることカ、必安 であり.向 JI::;坐給442;丘

は.以前から省力化のためのM究課組とな勺てい

fニυ

ケ凶“式 f~ し たまた;;''1. :l. 古JftをI!';i草す るLの では

主<. 向先lH1jの裂 ;J占')';Jfiをn号 化し て込 リ.その

悩41iをホンフ ヰLjW lj で'主'信し.要 ;k :~) '; D良を 本小する

ものであるn

2 構造，諸元

この装訳(土筒先制1)の送信機 とホンブ 'j):1目IJの受信

機と では成されており.その外観(立:手 lエ1Iこ不す

とおリ である 必 L;t慢の!Liliには.政水IHJ対.政

水 ~:L;:m1J日.放ノ!，社低減、 技水停止、 i以悩の 5 つの

i'I'1'報iを選択して送fbでき るように 押し ボタンスイ

ヌチが 5!l61Hlみ込まれている d また， 送jJ機WIj[函

には 忌!日用フ レススイ ノチカ‘ 111付設けである。受

信機i:iポンプ車!日11酪jに取り付け可能な大きさとし .

WH以波外t'l:iの表自に受信仰総に対応する 5f;fij;自の

J、'J、qが 271) (尚光 2日分l.li{( ;.2.ボタン .ブザー

表 1 諸元
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i11 Y止 キ'')550日

‘q? L iJ~ t ニ ソカ トー』江池 12V 

{内 'l1( ト比 ボタン 選J尺時 180mA

j~ 1， i H年 320mA 

i丞 1<1 J渇 波数 15189MHz (実験1..jl!iJ

Jti 出 力 0.5W 
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写真 l 左:送信被右・受信犠

写真 2 受信犠をポンプ車に取付けた状況

受 機

350X 100 x 250mm 
k~J 7 Iく百

i!) Ull. 12 -24 V 

1守受 H1f 670mA 

~fi!J i今 il.'j 700m.¥ 
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受:Lチ f ン不 11.-数 2 
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等カ<J.)tけである。

i三j.1機.受信機の，it.J亡はま主 1のとおリである。

3 電気回路楕成及び原理

この;支出のfE気回路情成は.凶 Iのとおりで.

送fJ'h'f報は筒先はがセレクトスイノチによって 5

m矧の↑占報 を任意に選択し.喜~;I<信号として送信

するが‘送信信号はすべて 2進法によってコ ー ド

化されたものにな っている。

送信時の変調波形のtllI-成は.凶 2のとお りパル

ス波形の組み合せで¥スター トマー ク4ビット.送

受jd機の機持番号20ビ ノト.盛:.;!d口号 4ビ ノト，

エン卜'''7ーク 4ビットの合計32ビ、，トから桃成さ

れている。なお. 誤泊伝 をliおl卜す るため十記j，:号

を反転述illしているので-'tt'l{i!lのヒソト数iH4と

なる。

i主1百jr.l号波形[ま. 4ビ ソトの1911で示す と図 3の

ようになり. 15t.r[IIiI 0を|泳<)の 2進法表示が可

能になる。この装置では20ビ γ トのハルスを使い，

上記のような表示方法で各隊の送受{ぷ機にl社有の

機器番号を指定 して通ぶ系統を 硲災に決めている

ため. 多くの送受信機tfJlで101一船忌周波数の屯波

図 1 回路構成

-----
トスタート牛ー徴器番号ード命令 11:;号事|←ェベ

図 2 送信信号の栂成
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を w 勺ても‘ ~l{f ，J する ことなく迎 1.;寸 るニと カ、で

きるま

送信機，受信機の取扱い要領

j也版に問先「円送f，j機と 現用のね46帯燃料l機 (FR-

150 -5 P)をれ1肋して送信した場合. ii1ij主iのポ

ン74i1ftIJにおける受1".i1¥i児を比較した o

訓糾!府内在1;からのillr:;t1'.3実験では，地上1;皆にお

ける各地点においては I，I'J者 とL交信可能であったの

地下主からの送伯では. 1JJ ~W無線機は も主伝不能に

なったが、向先辿給公正tでは尖fd可能であ った。

;VII純情I.'iJ .iLJのih街地における'夫験では. ;;Jilhli塔

写真 3

I 2 iiL;t; I 
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巳一一 001口

問」雪-00 

一一周 100 

5 一~重一日101
6~一一
一」日日司-

1官号 1

送信信号波形(4ビットの例)図 3

送受信時の取扱い操作4 
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Pi先iHlIのrと1，11幾てdlz.浴りたし、↑laj阪のセレ 7 卜

，チを jlllし1、げると.tl!:抑力、 人 1)表示1Jが，占fJ

する 九次いてフレススイ J チを j1tlすとににセレ

ク卜された i'l'l'総カ・.iif，，される D ボン 1i::"のえ1，;機

で!:i. 1'1 'f士のド誌の機;fL許可に ;Jl.i:.‘ずる fri' .lrJ~ を乏f，;

したときのみ1ilJf1しさられてきた↑li-報(放水開

始. i'; 11.ー・てよどこ "主当する t、不H力、刈減 し. ブ

ザー刀、 1秒間1I己批「る ， ~~光 jlIIJ から必 .1として きた

いサをホシソ 'I'.:mで処.f1!.!'_ た弘子?に[土、d< ;l 、 1!:~の

(i{(，2ボタンを 111'1- て 1~'1d J を迎統 1.1.... 士 j にする.. $fr 

らたにfcl号 を受信した場合に'i.fliJの友不法;iiぇ.

要求してきたれ りのよ '1、'llヵ、山‘滅する c

スイ

図 4 消防訓練における性能実験

l叫ん 400nlの地/.1にI~ ， : j j出ぷ怖があ 1)• その凶iWJに

おいて11L'Tj傾斜l機 !j父j，i不能のii、惑に なだか.

n A: j 'li í:~ 扶山では交わ1 可能であ勺た

以卜のとおリヰLu'，まで iJ-，てきた')iJlJYI能'人駿

の ~'，'i ~~では.かなり lHfな 1&泌 1; :j!fられている{

( 4!li 

首E

性能実験に ついては.(JIf先JlJI出|人1dil:)j ，VII械情 !-k

f¥lllの地 I.U，;j先述給装;;'1::7)';土!.i機を装fliiiしたホノ

フ中 を;{!;汚 し.訓練JJ?の地卜 n特から地上111滑に

す:るA-li)i)土ひ訓練I苔周辺の半径 400川以内のiliih

性5 



図 5 訓練塔周辺の市街地における性能実験

6. 考察

向先iili*-持装iLCの性能として!ま.実火災における

1 SO I 

庁、ンブ'1;と日正川をi山j，l可能距離 として寸分にカ

ノ〈ーできることカ、ぷ).i十のJ，L本となる。H召和45年か

らlJijfU54年の10年|刈の火災統1:1-I I ~. によると;J-::--

7'ドのJ/x:r:!1 u当 1)のホ ス延1<:本数としてli:lも

士くく氾i止したjlilJ(ま164'であり. これを距艇にj換算

すると 320rn延長していることにるる。従って.

一般の市街地における問先j'主総装iE1の泌用範l出は.

ポンプコliを'jJ心にお、よそ半径 400m以内の純四

とみることができる。ポシフ"，ドからのホース延長

口数については，昭和55年12月から約 1ヶfJItlJに

おける約301'1この火災について調脊した資料による

と. 1円以水が約25%. 2口肱水が約53%である。

従って筒先連絡装出の装備台数は. 1 *1山lにつき

2口f'UQでも活用肢はかなり fよれ、ものと j'ti!，われる。

今後の|同組として.無線周波数のi選定.阪{目方

式による{，J 中向性の|向上.送受{戸時間の~J. ~ì;'ì による

以いのI;Jj止ムf.J機の小!杉経品化.問先放水Hの

使い勝手について検μfしていくことが必要である。

なお、今後.大規が:地下街1&物における伝樋性能.

送{J機のr>JjJ!<:t:!能など，各傾の使用条件において

実験をれし¥ 実問化に必要な資料を得るとともに.

改良.改善を進めてゆく必要ヵ、ある。
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